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計画 

Plan 

 

 

 

 

30.7.12 議会活性化特別委員会を開催し、次のとおり計画を決定 

誰が：議会が 

いつ：平成３０年度から 

どこで：市内小・中学校で 

何を：議会出前講座（議会おでかけ教室）を 

なぜ（何のために）：議会基本条例第18条の規定に基づき、市民が参加す

る議会実現のため 

どうする：開催する。 

手順・ 

経過 

Process 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.7.12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.7.13 

30.7.20 

 

30.9.11 

 

 

委員会を開催。 

 ・委員会で取り組む議会改革の検討項目のうち、「意見交換会（若者等）

の積極的な開催」として、小・中学校を対象とした出前講座の実施を検討

することについて、正副委員長による計画案を協議。 

<協議結果> 

 正副委員長案のとおり進めることとした。概要は次のとおり。 

①趣旨 

 こどもたちに、議会や市政の仕組みを深く学び、地域のまちづくりに進

んで参加しようとする意識を高めてもらうため 

②内容 

 議会の役割・仕組み、議会と市長の関係などを説明 

③講師 

 議員２名 

議長に委員会で決定した実施方針について報告。 

議長から議会運営委員会に諮り、議長への報告のとおり、議会出前講座を実

施することを決定。 

委員会を開催。 

・正副委員長による「小中学校出前講座実施要綱（案）」について、協議。 

 

議会おでかけ教室 



手順・ 

経過 

Process 

(続き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.9.19 

30.9.26 

 

30.9.26 

30.10.9 

30.10.11 

 

 

 

 

30.11.6 

30.11.8 

 

 

 

 

30.11.8 

30.11.22 

 

31.1.10 

 

 

 

 

 

31.2.14 

 

 

<協議結果> 

・要綱案のとおり、策定することを確認。派遣議員は、原則として議会活性

化特別委員とし、目的及び内容、開催時間・開催場所、手続書類などにつ

いて、要綱中に定めることとした。 

議長に委員会で決定した実施方針について報告。 

議長から議会運営委員会に諮り、議長への報告のとおり、小中学校出前講座

実施要綱を制定することを決定。 

加賀市議会小中学校出前講座実施要綱を施行 

校長会にて、講座について案内。 

委員会を開催。 

・講座の名称について、「議会出前講座」では堅苦しいイメージのため、

周知上は「議会おでかけ教室」とすることについて、協議。 

<協議結果> 

・「議会おでかけ教室」として周知を図るものとする。 

勅使小学校から開催の申し込みあり。 

委員会を開催。 

・当番議員の対応方針、当日の流れ等について、協議。 

<協議結果> 

・当番議員のほか、地域課題を考慮し、小学校区単位での地元議員にも任意

での参加をお願いすることを確認。 

議長に委員会で決定した実施方針について報告。 

議長から議会運営委員会に諮り、議長への報告のとおり、当番議員のほか、

地元議員の任意参加の方針について決定。 

委員会を開催。 

・当日の説明用パワーポイント資料を確認。 

<協議結果> 

・最後のページの「どんな加賀市にしたいですか」の表記は、意見交換テー

マがある場合は、表記しないこととする。その他の内容は資料のとおりと

することを決定。 

委員会を開催。 

・2月7日に実施した議会おでかけ教室について、検証した。具体的な内容は

「検証」に記載。 



実行 

Do 

 

31.2.7 次のとおり、初となる議会おでかけ教室を開催。 

①開催日時 

平成31年２月７日（木)９時30分 ～10時15分（２時限目） 

②開催場所 

勅使小学校 

③参加学年 

６年生 

④参加人数 

９人（男子５人、女子４人） 

⑤参加委員 

今津委員、南出委員 

検証 

Check 

 

31.2.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.2.14 

 

 

 

 

勅使小学校での開催終了後、学校で校長先生を交えた意見交換を実施。 

〔意見交換の主な内容〕 

 ・プレゼン資料に、クイズ要素を盛り込み、子どもたちの参加意識を高め

る。  

・「執行部」「助成金」など、児童に分かりにくい言葉 は避ける。 

・子どもたちに繋ぎやすいので、進行（リード）役は学校側でした方がよ

い。 

・数が少なければ、児童みんなに自己紹介してもらうのもよい。 

・発言した児童を褒める。 

・最後に、握手してお別れの時間を取ってもよい。 

・学校でどんな事前学習をしていたのかを把握しておいた方がよい。 

委員会を開催し、2月7日に実施した議会おでかけ教室について、検証した。 

<検証結果> 

・事前に学校に出向き、学校の意向等をよく把握しておくとよい。 

 ・子どもたちの最初の固い表情をほぐすのに苦労した。クイズなどで、子

どもたちの気持ちをやわらげる工夫をしたらよかったと思う。 

・言葉を噛み砕いて選ぶ必要がある。 

 

改善 

Action 

 

31.2.14 

 

委員会を開催し、次回開催までにパワーポイント資料をもっと子ども向け 

に改良すること、及び委員全員での事前の練習を行うことを確認。 



 


